
 

 

 

 
 １０月１７日（土）午後１時半からＪＲ
立川駅近郊の立川総合研究棟の統計数理
研究所大会議室で、大学間連携共同教育推
進事業「データに基づく課題解決型人材育
成に資する統計教育質保証」統計教育大学
間連携ネットワーク（JINSE）主催シンポ
ジウム『論より統計！ データサイエンス
が社会の課題を解決する』がありました。 
統計教育大学間連携ネットワークは文

部科学省大学改革推進等補助金事業で東
京大学、大阪大学、総合研究大学院大学、
青山学院大学、多摩大学、立教大学、早稲
田大学、同志社大学が連携しています。 

今回のシンポジウムは応用統計学会、日
本計算機統計学会、日本計量生物学会、日
本行動計量学会、日本統計学会、日本分類
学会など学会が連携、内閣府、総務省、統
計関連学会連合の後援で開催されました。 

 初めに、会場提供元でもある統計数理研
究所の樋口所長が開会挨拶、統計数理研究
所とデータ活用に関する提携を行った立
川市の清水市長が歓迎の挨拶を行い、早速
第１部は多摩大学の今泉教授の司会で「統
計を活用したこれからの行政～市民生活
を豊かにするデータ～」をテーマに会津若
松市の室井市長が講演しました。 
第２部は成蹊大学の岩崎教授の司会で、

総務省統計局の阿向課長、ＮＴＴドコモの
石井課長、国立天文台の大石データセンタ
ー長、ニッセイ基礎研究所の櫨専務理事を
パネリストに『データサイエンス力とは何
か？』をテーマにパネルディスカッション
が行われ、予定時間を大幅に超過した午後
５時半過ぎ、統計数理研究所の副所長で総
合研究大学院大学の田村教授の閉会挨拶
で無事終了しました。 

１２０名を超える参加者を得て、賑やかなシンポジウムとなりました 
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最初に会場提供元となった統計数理
研究所（正式名称大学共同利用機関法人
情報システム研究機構統計数理研究所）
の樋口所長が開会の挨拶に立ちました。 

統計数理研究所の中には総合研究大
学院大学の統計科学専攻が設置されて
おり、研究所の職員はその教員も兼務し
ています。 

シンポジウムを主催するＪＩＮＳＥ
（ Japanese Inter-university Network 
for Statistical Education）は文部科
学省の大学改革推進等補助金大学間連
携共同教育推進事業の一環として平成
２４年度採択「データに基づく課題解決
型人材育成に資する統計教育質保証」、
長いためＪＩＮＳＥと呼んでいます。 
本日のテーマ「論より統計！ データ

サイエンスが社会の課題を解決する」は
一昨年の“ビッグデータ”、昨年の“統
計学”、今年は“人工知能”と言った言
葉が多くのメディアに登場しています
が、私たちが生活の質を高めるためには
“データ”を適切に活用できる能力を身
に付けていることが必要であり、その本
質が広く理解されているものと確信し
ています。 
基調講演では地方自治体の事例とし

て会津若松市の室井市長にご登壇頂き
ますが、自治体が直面する諸問題の解決
のためにどのようにデータを活用し、効
果を上げているか好事例をご紹介頂け
るものと存じます。 
本研究所も自治体へのデータの活用

を目的に立川市と協定を結び、市職員の
データサイエンス力の育成にご協力す
ることになり、そのご縁で清水市長にも
本日ご多忙の中、ご挨拶を賜ることにな
りました。 

「清水市長よろしくお願いします」と
開会挨拶を行いました。 

 

 続いて登壇した立川市の清水市長、地
方自治体が保有する膨大なデータをど
う活かすか、総務省がデータを活かせと
“言うは易し、行うは難し”で自治体と
しては活用法についてのノウハウに乏
しいこともあり、立川市内の統計数理研
究所の知恵を拝借し、職員のデータサイ
エンス力の向上、データ活用法について
の指導を仰ぐべく、今年９月に協定を結
び、職員のデータに関する知識を強化、
活発にデータ活用法などの議論を交わ
し、普及拡大に努めているとのこと。 

 
 この日は市民の皆さんに“データ”に
関心を持って頂くため、市行事と統計数
理研究所が連携してのスタンプラリー
も実施するなど、データを市政に活用す
ることで一層のサービスの向上に取組
みたいと挨拶を頂きました。 

  

 



開会挨拶が終わるとＪＩＮＳＥのメ
ンバーでもある多摩大学の今泉教授の
司会で第１部の基調講演「統計を活用し
たこれからの行政～市民生活を豊かに
するデータ～」に入りました。 
民間企業に勤務経験がある会津若松

市の室井市長、最初に会津分かつ氏の概
要を紹介した後、任期２期目に入った市
長が就任以来行ってきた「スマートシテ
ィ構想」について講演しました。 
福島県会津若松市は福島県西部、会津

地域の中核都市の一つ、猪苗代湖や周囲
を磐梯山などの山に囲まれた盆地にあ
り、太平洋岸の平市と新潟市とのほぼ中
間地点にあり、ご他聞に洩れず少子化や
高齢化問題に直面しています。 
平成５年、“悲願”４年制の会津大学、

情報社会の一翼を担うべく、日本初のＩ
ＣＴ専門大学を開校しました。 

 ソフト/ハードウエア双方のＩＣＴ教
育を実施すべく教師の半数が外国人、３、
４年制は英語での授業を行うなど国際
化への対応、情報系企業の誘致、関連企
業集積のためのオフィス環境の整備、卒
業生の定着などの行政に取組みました。 
並行してＩＣＴを駆使した行政サー

ビスを具体化し、ＧＩＳ（Geographic 
Information System：地理情報シス
テム）と人口データを活用した空家対策、
市内バスの路線最適化、事故発生可能性
地域の抽出、データ分析に基づくリコメ
ンドサービス実施等などスマートシテ
ィの実現に取組み、大きな成果を上げた
事例を紹介頂きました。少子高齢化、グ
ローバル化、高度情報化教育など、地方
再生を目指す現政権の先を行く行政手
法を紹介頂き、会場からは地方再生大臣
を指導してはとの声も出ました。 

   

会津若松市を日本国内でも最先端の“スマートシティ”に変身させたと室井市長 

 

 



第２部は『データサイエンス力とは何
か？』をテーマに、成蹊大学の岩崎教授が
リーダーを務め、パネルディスカッション
が行われました。 

最初に４名のパネリストを紹介し、各パ
ネリストがそれぞれ専門的な立場で「デー
タサイエンス力」についてのプレゼンテー
ションを行いました。 

 

 

 
  

 

 最初は総務省統計局統
計情報システム課の阿向
課長が「データ・ドリブン
モデルの中で捉える公共
データのオープン化とデ
ータサイエンスの重要性」
をテーマに総務省が取組
むデータ活用について紹
介しました。 

 
 ２人目はＮＴＴドコモ
のサービスイノベーショ
ン部ビッグデータ担当課
の石井課長が「ビッグデー
タ活用における人材と
は？」をテーマに企業内で
の経験に基づくデータサ
イエンスを扱う人材につ
いて紹介しました。 

総務省統計局のデータサイエンス力向上プロジェクト 

企業でのビッグデータの活用と人人材について説明 

 



 

 

 
 

 

 

 ３人目は国立天文台天
文データセンターの大石
センター長。膨大な天文デ
ータを海外の天文台との
間でやり取りするなど、宇
宙に存在する物質の化学、
世界中の天文台と高速ネ
ットワークで統合するな
どの話を紹介頂きました。 

 

 最後はニッセイ基礎研
究所専務理事の櫨先生。経
済企画庁などの勤務を経
て現職、エコノミストとし
ての経験から大学教育で
の在り方やビッグデータ
の取組み、そのための人材
について紹介頂きました。 

 

 パネリストの先生方の
説明の後、早速司会の岩崎
先生が各パネリストに大
学教育におけるデータサ
イエンスのためのカリキ
ュラムなどについて意見
を求める等、ディスカッシ
ョンを仕掛けます。 
議論が終わったところ

で会場内の参加者から
次々に質問が発せられ、活
発な質疑応答が行われま
した。

天文データは想像を絶するビッグデータの典型････ 

幅広い経験からデータサイエンスでは広い視野が必要と･･･ 

 

 



 

立川市長の挨拶にもあった研究所の一般への開放デーの模様 

 

 午後１時半にスタート

したＪＩＮＳＥシンポジ

ウムは、会津若松市の室井

市長による行政分野での

データサイエンスに始ま

り、企業で求められる統計

能力まで幅広く、議論百出、

午後５時の終了予定時間

を大幅に超過し、午後５時

半過ぎ、統計数理研究所の

田村副所長の閉会挨拶「私

は物理出身ですが、もうち

ょっと統計を勉強してお

くんだった」とのコメント

で終了となりました。 

 

 


